「方々 曲者 を 見付けて ござる！ 松の 上に 居ります 松 

の 上に 居ります！」 

「えい！」 と 突き出す 大身の 槍、 それ を 外して 鼠 小僧、 

パ ッと家 根へ 飛び移った。 

「それ 家 根 だ！」 

「7^1 力すな I 力すな！」 

五六 人家 根へ 追い 上って 来る。 

賊 はと 見れば その 賊は、 家 根 棟の 上に ふん 跨がり、 

大胆不敵 にも ニヤ ニヤと こっち を 眺めて 笑って いるら 

しい。 

ヅヅ —— と 一 人が 走り 寄り、 「捕った！」 とば かり 組 



み 付く の を、 

「侍、 命が 惜しくな いそうな」 

云う と 同時に 組まれた まま 故意と 足 を 踏み、 にらし、 

坂 を 転がる 米俵 か、 コロコ 口 コロコ 口と 家 根に 添い、 

真逆様に 落ちた の は、 乃 信 姫君の 佇んで 居られる 高 縁 

先のお 庭前で、 落ちる より 早く 身を飜 えし、 組まれた 

ほど 

相手 を 振り解く とひよ いとば かりに 突っ立った。 

「へへ、 これ はこれ はお 姫様、 とんだ 失礼 を 致し まし 

て 真 つ 平， 、- J 免 遊ばし ませ。 な ァんて 云う の も 烏滸が ま 

しいが 私 は 泥棒の 鼠 小僧、 お 初お 目 見得に 粗末な が 

ら面 をお 目に かけやしょう」 



と 浄瑠璃に も ござい やす。 そんな ことが ねえと も 限ら 

きんかん 

ねえ。 後の 証拠に この 金簪、 飛び 上った 拍子に ちょつ 

と 抜き、 肌身 放さず 持って 居り やす。 また 逢う まで さ 

らば さらば I 

とんと 向こうへ 飛び下りた。 

「それ！」 と 云う ので 侍 共、 裏木戸 を 開けて 後 を 追う。 

遥かむ こうに 一 人の 人影 宙を 舞うよう に 走って 行く。 

「あれ 追え！」 とば かリ侍 共、 これ も宙を 走った が、 

どうして どうして 追い付け そう もない。 

一 つの 辻 を 曲った とたん、 

「かかる 深夜に 周章し い！ 大勢 走って どこへ おいで 



「辻 を 曲って この 方面へ」 

「これ は 不思議、 この 方面から は、 たった今 拙者 参つ 

て ござる が …… 」 

「盗賊お 見掛けな されなかった かな？」 

「いかにも 左様な もの 見掛け ませぬ」 

「人 一 人に もお 逢いな されぬ？」 

「いや 一 人 逢いました」 

「すなわち、 そやつ が 盗賊で ござる！ どの 方面へ 逃 

げ ました かな？」 

「 そ の 人間 盗賊 で は) 」 ざ ら ぬ 」 

「いやいや それ， 」 そ 盗賊で) 」 ざるよ。 …… 四 尺 足らず 



いちょ い 次 郎吉も 手 を 出す そうで」 

「はは あ 左様で ござる かな」 

細 川の 藩士 眼 を 見合わせた。 

「噂に よれば 二 本稷、 細 川 侯のお 下 邸で は、 毎日 毎夜 

賭場が 立つ そうで、 はは あさて は 次郎吉 も、 その 方面 

でお 出入り かな」 

「うへ え。 …… いやいや。 …… 左様な こと。 …… 」 

「何のない ことが ござる もの か」 

軍 十郎ニ タリと 笑い、 

「次 郎吉は 金使いの 綺麗な 男、 失礼ながら ご 貴殿 方 も、 

時 々 小 使 金 ぐら いお 貰い で) J ざろう」 



「いやはや、 どうして、 なかなか もって …… 」 

「アツ ハ ハハ」 と 軍 十郎、 臆面もなく 笑った が、 

「賭場な ど 立てば お 邸内 自然 不用心に もなる 道理、 賊 

に 入られても しかた ござらぬ の」 

「これ はどう も 飛んだ お 目違い」 

「近来 不思議な 賊ぁ つ て、 大名 邸へ 忍び入りお 手許 金 

を 奪う 由、 拙者 そのため 上の 命に て 夜中 見廻り 致し 居 

る 次第、 世間 随分 物騒で ござれば、 諸事 ご注意 願いた 

いもの じ や」 

「心得て) J ざる。 注 音 心 致す で) ，- ざろう」 

「最早お 引き取り 相 成る よう」 



てそうして 頗る 人使いが 旨い、 若衆と 一 緒に 床 を 出て、 

し... こおんな 

自分から 火 を 焚いて 湯 を 沸す、 下女 を 労わる 情から 

である。 

やが て 朝 陽が 家 根 越しに カツとば かりに 射して 来た。 

き リ 

「まあ 内の人 はどうし たんだろう。 朝寝坊に も 際限が 

あるよ、 どれ 行って 起こして やろう」 

裏に 造られた 離れ座敷へ 飛石 伝いに 行って 見た。 

ピッ シリと 雨戸が 締まって いる。 

「も—、 お起きな さいよ 起きな さいよ。 お日様が 出た 

じゃありません か」 

トン トン トンと 戸 を 叩いた。 



なかった。 

「どうして 内の人 は ああ 時々 夜 遅く 帰つ て 来る の だろ 

う？」 

昼が 来ても 起きて 来ない。 

で、 お 松 は 離れ座敷へ 飛石 伝いで 行って 見た。 そう 

して 雨戸 を窃 つと 〔# 「窃 つと」 は 底本で は 「窃 つと 匕 開 

けた。 それから 障子 を窃 つと 開けた。 

ヒ ョ ィと視 くと 次 郎吉は 端然と 床の 上に 坐 つていた 

がグ ッ と 振り返 つた その 顔 付！ 

「あ つ ！」 と 云う と後ピ ッシ ャリ、 気丈な お 松で は あ つ 

たけれ ど、 バタ バタと 縁 を 飛び下り ると、 主屋の 方へ 



どう 解こう にも 解きよう がな い。 

水の 垂れそう な 若侍 

細 川 侯の 下 邸で は、 不思議な 噂が パッと 立った。 

「乃 信 姫君に はこの 日頃ち ようど 物に でも 憑かれた 様 

にう つらう つらと 日 を 暮らされ、 正気の 沙汰と も 見え 

ぬとの こと、 不思議な - J と では > J ざらぬ かな」 

「夜な夜な 若 い 美しい 男が お寝 間 へ 忍ぶ と 云う こと 

じ や」 

あやかし 

「あまり 姫君が お 美しい ので 妖怪が 付いた ので ござろ 

うよ I 



「狐 かな？ 狸 かな？」 

「狐に しろ 狸に しろ、 いや どうもとんだ 果報者 だ」 

「あのお 美しい 姫君 を、 お寝 間で 占める と は 羨ましい 

次第」 

「狐狸の 身分に なりたい もの じ や」 

「おお 新十郎 参った か」 

肥 後 熊 本で 五十 四 万 石の 大名 中での 大々 名、 細 川 越 

中 守 はこう 云って、 小 野 派 一 刀 流 指南役、 左 分利 新 十 

郎を ジロリ 〔# 「ジ ロリ」 は 底本で は 「ヂ ロリ匕 と 見た。 

「は」 と 云った が 新 十郎、 下げて いた 頭 を また 下げる。 

「其方の 剣道、 霊験 あるかな？」 



藪から 棒に こう 云って おいて、 越 中 守 は 眼 を 閉じた。 

何やら 思案に余って いたらし い。 

「は、 霊験と 仰せられます と？」 

新 十郎は 恐る恐る 訊く。 

「昔、 源 三位 頼 政 は、 いわゆる 引目の 法 を もって 紫宸 

殿の 妖怪 を 追った というが、 其方の 得意の 一 刀 流 を 

も つ て 妖怪 を 追う こと 出来よう かな？」 

「は、 そのこと で ござります か。 不肖 なれ ども 新 十郎、 

剣 を もって 高禄 をいた だき 居る 身、 いかなる 妖怪 か存 

じ ませぬ が 適わぬ まで も 剣の 威 を も つ て 取り 挫ぎ ます 

〔# 「挫ぎ ます」 は ママ〕 で ござりましょう。 



「おおよ く 申した そうなくて はならぬ」 

「して 妖怪と 申されます は？」 

「いずれ は 狐狸の 類であろう」 

「は、 左様で ござります か」 

「乃 信 姫の 身に 憑いた そうじゃ」 

「姫君 様のお 身の上に …… 」 

「毎夜 通つ て 参る そうじゃ」 

「言語道断、 奇怪の 妖怪 …… 」 

「其方 今宵 は 奥へ 参り、 姫の 寝間の 隣室に 宿り、 妖怪 

の 正体 見 現わす よう」 

「かしこま りまして) J ざり ます」 



「どうぞお 上り 遊ば し て 」 

「店先の 立 話 も 変な もの だな。 どれ ちょっと 邪魔し よ 

うか」 

座敷へ 通って 座 を 構える と、 

「次 郎吉 どん、 おいで かな？」 

「離れの 方に …… まだ 眠んで …… ホ ホホ」 とお 松 は 笑 

、つ。 

「白河夜船 か。 ちと 困った な」 

「すぐ 起こして 参ります」 

「少し 訊きたい こと も あり、 少し 話したい こと も ある- 

それで は 呼んで 来て 貰おう かな」 



「かしこまりまして ございます」 

間もなく 次 郎吉は 遣 つ て 来た。 

白 布で 右の 肘 を 巻いて いる。 坐る とピッ タリ 手 を 支 

* ス 

「これ はこれ は中條 様、 ようこそ おいで 下されました」 

そういう 声に も 元気がない。 顔の 色 も 勝れない。 

その 様子 を 鋭い 眼で、 じっと 軍 十郎は 見守った が、 

「内儀」 と 云って 調子 を 砕き、 

「今日は ちょっと 密談 だ。 座 を 外して はくれ まい か」 

「おや マァ さようで ございま すか」 

軽く 受けた が 不安そう に、 



「つまり 江戸から 足 を 抜く のさ」 

「 …… でも 私が そうな りましたら、 旦那の 手落ちに は 

なりますまい か？」 

「俺が 承知で 湯治へ 遣る に 何で 俺の 手落ちになる。 そ 

んな 心配 は 少しもない。 …… で、 お前 は どこへ 行く つ 

もり だ？」 

「へえ、 箱 根へ でも 参りましょう」 

「うん 箱 根 か。 それ もよ かろう。 …… ところで 一 つ 訊 

きた い ことがある」 

「へえ、 何で ございましよう？」 

「どうして お前 は ああ 自由に 自分の： K: を 変える ことが 
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